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「僕の名前は“ボン”といいます。ロングコ
ートチワワの６歳、男の子です。変な名前っ
て思うかもしれないけれど、ONE PIECEに
出てくる“ボン・クレ”っていうキャラク
ターからとったんだって(^o^)」

2018
いぬ年

ワン歳！
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第
１
部
は
、
元
プ
ロ
陸
上
選
手

で
男
子
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
日
本

記
録
保
持
者
の
為
末　

大
さ
ん
を

お
招
き
し
、
「
挑
戦
～
困
難
な
壁

や
ハ
ー
ド
ル
へ
立
ち
向
か
え
～
」

と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
競
技
人
生
を
通
じ
て
学
ん
だ

事
や
困
難
に
直
面
し
た
際
の
自
身

と
の
向
き
合
い
方
を
語
っ
て
い
た

だ
き
、
一
般
募
集
の
方
々
を
含
め
、

１
７
０
名
が
聴
講
さ
れ
大
変
好
評

で
し
た
。

●
足
柄
支
部

　

★
タ
オ
ル
１
枚
か
ら
で
き
る
社

　

会
貢
献
活
動

　

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

足
柄
支
部
開
成
地
区
委
員
会
が
中

心
と
な
っ
て
集
め
た
タ
オ
ル
約
３

０
０
本
を
、
開
成
町
社
会
福
祉
協

議
会
様
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
足
柄

支
部
で
は
、
今
後
も
継
続
し
て
タ

オ
ル
の
収
集
・
寄
贈
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

●
厚
生
委
員
会

　

★
福
利
厚
生
制
度
推
進
連
絡
協

　

議
会

　

・
５
月
11
日
㈮　

参
加
：
39
名

　
　

内
容
…
①
各
保
険
会
社
の
特

　
　
　
　
　

徴
と
強
み

　
　
　
　
　

②
お
役
に
立
っ
た
保

　
　
　
　
　

険
金
の
支
払
い
事
例

え
し
て
開
催
。

　

神
戸
総
務
委
員
長
の
司
会
の
も

と
、
石
村
会
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
上
程
さ
れ
た
第
１
号
議
案
か

ら
第
２
号
議
案
は
、
い
ず
れ
も
満

場
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

【
第
１
号
議
案
】

　

平
成
29
年
度
事
業
報
告
承
認
の

　

件
【
第
２
号
議
案
】

　

平
成
29
年
度
収
支
決
算
報
告
並

　

び
に
監
査
報
告
承
認
の
件

〈
報
告
事
項
〉

　

①
平
成
30
事
業
計
画
の
件

　

②
平
成
30
収
支
予
算
の
件

　

議
事
終
了
後
、
平
成
29
年
度
会

員
増
強
運
動
に
尽
力
さ
れ
た
役
員

・
委
員
・
会
員
11
名
、
受
託
保
険

会
社
社
員
９
名
、
福
利
厚
生
制
度

の
推
進
に
協
力
さ
れ
た
８
名
に
対

す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
石
村
会

長
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
通
常
総
会
で
は
、
会

員
２
２
０
名
の
出
席
の
他
、
真
壁

小
田
原
税
務
署
長
を
始
め
、
関
係

官
庁
、
諸
団
体
の
ご
来
賓
を
お
迎

●
女
性
部
会

　

★
親
睦
研
修
旅
行
会

　

・
６
月
７
日
㈭　

「
浅
草
園
芸

　

ホ
ー
ル
」
と
「
東
京
湾
サ
ン
セ

　

ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
【
シ
ン
フ
ォ
ニ

　

ー
】」　

参
加　

22
名

事
業
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

＊
各
事
業
は
「
法
人
会
だ
よ
り
」
や
「
地
域
情
報
紙
」
に
て
随
時
案
内
中
！

第 6 回通常総会並びに
「為末 大氏講演会」

タオルを手渡す大川開成地区委員長と
金山支部長（左）

６月12日㈫湯本富士屋ホテル



会員募集中です（一言あなたのお口添えを）
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こ
こ
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明

治
・
大
正
時
代
に
か
け
て
の
商
工

業
の
変
遷
の
概
要
を
、
小
田
原
を

中
心
に
追
い
な
が
ら
、
人
々
の
生な
り

業わ
い

を
想
像
し
て
み
よ
う
。

◆
旅
人
相
手
の
「
宿
場
町
商
法
」

　

江
戸
時
代
、
小
田
原
は
箱
根
関

所
を
控
え
、
東
海
道
で
も
最
も
重

要
な
宿
場
町
だ
っ
た
。
ま
た
、
箱

根
の
温
泉
地
は
「
箱
根
七
湯
」
と

呼
ば
れ
、
江
戸
を
は
じ
め
関
東
一

円
か
ら
入
湯
者
が
押
し
寄
せ
、
活

気
を
呈
し
て
い
た
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
い
ず
れ

の
地
で
も
旅
人
を
相
手
に
し
た
宿

屋
、
土
産
品
屋
、
飲
食
業
を
営
む

者
が
多
か
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想

像
で
き
る
。

　

組
合
表
か
ら
見
る
と
、
１
８
８
７

（
明
治
20
）
年
創
立
の
米
商
組
合

が
最
も
早
く
、
漆
器
問
屋
組
合
、

菓
子
商
組
合
と
続
く
。
組
合
員
数

は
古
物
商
組
合
が
最
多
な
の
は
、

２
位
の
米
商
組
合
と
並
ん
で
当
時

の
人
々
の
生
活
の
実
態
が
う
か
が

え
る
。

◆
明
治
期
の
工
業
は
奮
わ
ず

　

で
は
、
工
業
は
ど
う
だ
っ
た
だ

ろ
う
か
。

　

『
町
誌
』
の
著
者
・
片
岡
永
左

衛
門
は
、
同
書
の
末
尾
に
明
治
期

の
小
田
原
の
総
ま
と
め
を
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
工
業
に
つ
い
て

「
工
業
は
い
ま
だ
発
達
せ
ず
、
わ

ず
か
に
織
布
・
製
氷
の
二
会
社
、

ガ
ス
会
社
は
設
立
中
に
て
、
製
糸

所
は
一
か
所
あ
り
」
と
ま
と
め
て

い
る
。

　

こ
こ
で
い
う
工
業
と
は
、
江
戸

時
代
以
来
の
在
来
の
産
業
と
は
異

な
り
、
明
治
初
期
以
来
、
富
国
強

兵
・
殖
産
興
業
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

と
も
に
始
め
ら
れ
た
近
代
工
業
を

意
味
し
て
い
る
。

間
に
、
現
在
の
小
田
原
市
・
南
足

柄
市
・
開
成
町
・
山
北
町
に
そ
れ

ぞ
れ
１
行
ず
つ
銀
行
が
創
業
し
て

い
る
（
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
町
の

素
封
家
が
発
起
人
と
な
っ
て
出
資

し
た
金
融
団
体
で
、「
社
」
と
い

う
名
称
を
称
え
て
い
た
。
現
在
の

銀
行
の
は
し
り
と
言
え
る
）。

　

そ
の
後
１
８
９
６
（
明
治
29
）

年
か
ら
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年

ま
で
に
13
行
が
い
っ
せ
い
に
創
業

し
て
い
る
。

◆
商
業
同
業
組
合
の
設
立

　

商
人
た
ち
が
同
業
組
合
を
結
成

し
、
営
業
権
の
確
立
、
同
業
者
仲

間
の
相
互
扶
助
、
営
業
の
規
制
な

ど
を
図
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

明
治
中
期
以
後
の
こ
と
ら
し
い
。

　

足
柄
上
・
下
両
郡
の
商
業
同
業

◆
企
業
の
進
出

　

大
正
期
に
入
る
と
小
田
原
の
近

代
化
は
進
み
、
映
画
館
が
開
場
。

ガ
ス
会
社
に
よ
っ
て
、
小
田
原
に

初
め
て
家
庭
用
ガ
ス
が
供
給
さ
れ

た
。
製
紙
会
社
が
開
業
し
、
東
京

か
ら
大
工
場
進
出
と
騒
が
れ
た
紡

績
会
社
が
建
設
さ
れ
、
加
工
織
布

会
社
も
創
業
す
る
な
ど
、
新
し
い

胎
動
が
小
田
原
に
起
こ
っ
た
。

　

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
創
業

の
企
業
（
商
店
）
は
、
今
年
で

１
０
０
年
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と

に
多
種
多
様
な
業
態
の
企
業
や
商

店
な
ど
が
創
業
を
開
始
。
営
み
を

続
け
な
が
ら
、
や
が
て
「
老
舗
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

◆
新
し
い
時
代
へ

　

明
治
に
な
る
と
、
小
田
原
に
も

開
化
の
波
が
押
し
よ
せ
た
。
電
灯

が
と
も
り
、
馬
車
か
ら
鉄
道
と
な

っ
て
、
小
田
原
の
別
荘
地
時
代
が

始
ま
っ
た
。
箱
根
の
開
発
も
進
み
、

近
代
的
ホ
テ
ル
も
開
業
し
た
。

　

こ
う
し
た
一
般
商
業
界
の
発
展

に
合
わ
せ
て
、
金
融
業
界
で
は
銀

行
が
創
業
し
て
い
く
。

　

１
８
７
５
（
明
治
８
）
年
か
ら

１
８
８
３
（
明
治
16
）
年
ま
で
の

生な

り

業わ

い

の
年
輪

百
年

企
業　

早
雲
よ
り
五
代
お
よ
そ
１
０
０
年
間
、
伊
豆
か
ら
相
模
・
武

蔵
・
上
総
・
下
総
と
南
関
東
一
円
に
強
大
な
大
名
領
国
を
形
成

し
て
い
っ
た
北
条
氏
の
本
城
小
田
原
は
、
奈
良
・
京
都
を
は
じ

め
各
地
か
ら
来
住
す
る
職
人
衆
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
生

ま
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
は
後
に
「
小
田
原
物
」
と
呼
ば
れ
る
諸
産
物
で
あ
り
、

そ
の
幾
つ
か
は
激
動
す
る
歴
史
の
中
で
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
今
も
ま
だ
そ
の
長
い
伝
統
を
伝
え
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

（
『
小
田
原
地
方
商
工
業
史
』
内
田
哲
夫　

岩
崎
宗
純　

著
）

明治中期板橋村の職業一覧

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
サ
シ
、マ
ス
、

ハ
カ
リ
な
ど
の
「
度
量
衡
製
造
」
は
、

小
田
原
の
重
要
な
地
場
産
業
の
一
つ

だ
っ
た
。

※
「
百
年
企
業
」
は
随
時
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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わんVOICE
（表紙のつづき）

　

小
さ
い
と
き
か
ら
ず
っ
と

一
緒
だ
っ
た
ク
ラ
ゲ
の
ぬ
い

ぐ
る
み
＂
ク
ー
ち
ゃ
ん
＂
が

大
好
き
で
、
い
つ
も
振
り
回

し
て
遊
ん
だ
り
、
パ
パ
に

持
っ
て
き
て
「
遊
ん
で
」
と

せ
が
ん
で
き
ま
す
。

　

ク
ー
ち
ゃ
ん
、
今
で
は
四

代
目
で
す
（
初
代
か
ら
ボ
ロ

ボ
ロ
で
も
残
っ
て
ま
す
）。

　

男
の
子
な
の
に
、
リ
ー
ド

も
首
輪
も
服
も
ピ
ン
ク
色
で

す
。
何
故
か
服
を
着
る
と
動

き
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

あ
た
ふ
た
し
始
め
た
り
し
て

不
思
議
な
子
で
す
。

　

ロ
ン
グ
コ
ー
ト
チ
ワ
ワ
な

の
に
夏
は
丸
刈
り
に
な
っ

ち
ゃ
い
ま
す
。

（
協
力
：
南
足
柄
・
山
北
支

部
長　

三
惠
開
発
有
限
会
社

　

柏
木	

聡	

様
）

診療科目：内科、循環器内科、血液内科、
呼吸器内科、糖尿病・代謝内科、神経内科、
消化器内科、腎臓内科（人工透析 24 床）、
外科、消化器外科、呼吸器外科、眼科、
婦人科、泌尿器科、整形外科、形成外科、
脳神経外科、皮膚科、リウマチ科、リハ
ビリテーション科、麻酔科（ペインクリ
ニック）、歯科口腔外科

　病院正面にある上弦の月
をモチーフにしたモニュメ
ントは、「患者様にとって
充実した医療が提供できる
ように日々努力し発展して
いく」という、私たち職員
の思いを、月が満ちていく
ように重ねて作られたもの
です。

　当病院は、今日まで皆様のご
支持を賜り地域医療に務めさ
せていただいております。当
病院では、地域の救急病院と
して急病を主とした急性期医
療に日々取り組んでいます。
　国の推計によりますと、2040
年迄の県西部の総人口は現在
より減少傾向にありますが、高
齢者人口は増加傾向にあります。
超高齢化社会を目前に控え、医療と介護の連携をよ
り深め、急性期医療を通じて更に地域に貢献できる
よう、合わせてこれから 100 年先も地域に密着した
医療のご提供を目指して職員一同尽力してまいりま
す。

「地域で活躍する看護師」を養成しています
　当病院の敷地内にある小澤高等看護学院（３年
制看護専門学校・定員 90
名）は、開校から現在 30
年が経過しており、これま
でに 731 名の看護師を養成
してきました。これからも
地域で活躍できる看護師を
養成してまいります。

小澤病院長の趣味はボウリング
　小澤病院長の趣味はボウリングと聞きました。
200 名の医師が集まる全国大会で、２度優勝す
るほどの腕前のようです。
　10 年前には若手職員がボウリング部を設立。
市内のボウリング場に通ううちに、地域の皆さ
んとの触れ合いが始まり、毎週火曜日の夜に
リーグ戦を開催するようになりました。

理事長・病院長（三代目）

小澤顯一



会員募集中です（一言あなたのお口添えを）
5

会員募集中です（一言あなたのお口添えを）
5

●
「
老し

に

舗せ

」
と
「
暖の

簾れ
ん

」

　

代
々
に
わ
た
っ
て
営
業
を

続
け
て
い
る
店
（
企
業
）
を

「
老
舗
」
と
呼
ぶ
。

　

老
舗
は
、
動
詞
の
「
仕
似

せ
る
・
為
似
せ
る
」
が
も
と

に
な
っ
た
と
さ
れ
、
①
先
祖

代
々
の
業
を
守
り
継
ぐ
こ
と
。

②
先
祖
代
々
か
ら
続
い
て
繁

昌
し
て
い
る
店
。
ま
た
、
そ

れ
に
よ
っ
て
得
た
顧
客
の
信

用
・
愛
顧
。
を
言
い
、「
創

業
○
○
年
の—

—

」
の
よ
う

に
使
わ
れ
る
。
ま
た
「
仕
似

せ
る
・
為
似
せ
る
」
は
、
①

似
せ
て
す
る
。
ま
ね
る
。
②

先
祖
か
ら
の
家
業
を
絶
や
さ

ず
続
け
る
。
③
商
売
を
続
け

て
資
産
を
つ
く
る
。
の
意
。

　

「
暖
簾
」
は
、
も
と
は
家

の
軒
先
に
張
っ
て
日
よ
け
と

す
る
布
で
、
禅
家
で
冬
の
隙

間
風
を
防
ぐ
の
に
用
い
た
。

江
戸
時
代
以
降
、
商
家
で
は

屋
号
な
ど
を
染
め
抜
い
て
商

業
用
と
し
た
。

　

一
方
で
は
、
店
の
格
式
や

信
用
も
意
味
し
、「—

—

を

傷
つ
け
る
」「—

—

に
か
か

わ
る
」
な
ど
と
用
い
る
。

　

「
暖
簾
」
は
、「
老
舗
の

＂
顔
＂
」
と
言
え
る
。

急性期医療を通じて地域社会に貢献します
医療法人同愛会　小澤病院　小澤高等看護学院
創業：1912（明治 45）年　所在地：小田原市本町 1-1-17

百年
企業

　小澤内科病院として現在地に開設以来、大正・昭和・平成の激動を乗り越えて

100 年以上にわたり地域医療に務めてきた。1952（昭和 27）年に法人設立。

　1988（昭和 63）年には小澤高等看護学院を開校、看護師の養成に力を入れて

いる。

「顔が見える連携」を大切にしながら地域の急性期医療に
尽力しています
　「急性期医療を通じて地域社会に貢献する」の同愛会理
念の下、一般病床２０２床と急性期一般入院基本料Ⅰ（旧
「７対１」）の手厚い看護配置を軸に、救急指定病院とし
て２４時間体制で小田原医師会の広域二次病院群輪番制事
業に参画しています。
　高齢化が急速に進行している中で、いつまでも住み慣れ
た地域で、自分らしい暮らしを続けることができるよう、
国が進めている地域包括ケアシステムの一部門である、急
性期医療を提供させていただくために、平成２８年から当
病院で独自に「医療介護連携会議（通称：IKR会（イケル会）」
を始めました。
　地域の皆様が医療と介護サービスを安心してスムーズに
受けられるよう、年に３回開催する当会議を通じて、診療
所・病院の院長先生方をはじめとして、ケアマネージャー、
介護施設管理者の方など多職種の皆様と「顔が見える連携」
を大切にしながら、連携の緊密化を図っています。

「健康寿命の延伸」への取組みとして健診事業に力を入れ
ています
　寿命がただ伸びるだけでなく、いつまでも健康であり続
けたいものです。当病院では自治体の成人健康診断（健康
診査・がん検診）をはじめとして、企業健診（入社時・定
期）、協会けんぽの生活習慣病予防健診、及び人間ドック・
脳ドックを、予約から受診までがスムーズに行われるよう、
健診専用フロアにおいて専門スタッフが対応させていただ
いています。健康診断専用ダイヤルは０４６５－２３－
７８３０（健診受けて、ニイサン、ナヤミゼロ）です。ま
ず、一度お問い合わせください。

▲ 1925（大正 14）年 7 月 25 日に発行された「最新
　小田原案内図（すべての建物は掲載されていない）」
　には、小澤内科病院の名が見える。

▲ 1952（昭和 27）年３月

百
年
企
業

コラム
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新会員紹介コーナー ＼ (^ ｰ ^) ／（平成 30 年４月 1 日～平成 30 年６月１日）（敬称略）

★小田原支部

山源建設㈱ 古屋　真一 建設業 小田原市栄町2-9-20 0465-24-2710

★足柄支部

㈱直興業 加藤　ゆかり 建設業 足柄上郡大井町金子659-13 0465-20-8485

★賛助会員

坪井正孝税理士事務所 坪井　正孝 税理士 小田原市扇町3-27-34 0465-35-6330

今後の事業活動スケジュール〈平成30年７月～平成30年９月〉
※詳細はお問い合わせください。事務局（0465-23-3641）

日　　時 行　事　名 場所 対象
７
月 19日(木) 14：00～16：00 決算法人説明会（7月決算法人対象） 小田原税務署 法人

８
月

 2日(木) 夕方 箱根支部主催「芦ノ湖・貸切り遊覧船から楽しむ納涼花火」 芦ノ湖 会員

 3日(金) 14：00～16：00
「平成30年度 源泉所得税の改正のあらまし」と「消費税
の軽減税率制度について」

小田原箱根商工会議所
会館　１階Ａホール

会員／
非会員

18日(土) 14：00～15：30 第5回「スマイルフェスタ」増田明美氏講演会 けやきホール 会員／一般

22日(水) 14：00～16：00 決算法人説明会（8月決算法人対象） 小田原税務署 法人

30日(木) 夕方 足柄支部/湯河原真鶴支部「熱海海上花火大会 観賞」 熱海 会員

９
月 21日(金) 14：00～16：00 決算法人説明会（9月決算法人対象） 小田原税務署 法人

左
記
資
料
を
無
料
で

配
布
い
た
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は

法
人
会
事
務
局
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

7・8月の税カレンダー
納付期限を守りましょう！

　

問い合わせ：
ＴＥＬ：0465-23-3641
　事務局　青木まで。

〈
国
税
〉

★
源
泉
所
得
税

・
6
月
支
払
分
に
係
る
源
泉
所
得
税
の
納
付
期
限
……
…
30
年
7
月
10
日
㈫

・
7
月
支
払
分
に
係
る
源
泉
所
得
税
の
納
付
期
限
……
…
30
年
8
月
10
日
㈮

★
法
人
税
及
び
地
方
法
人
税

・
5
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
…
30
年
7
月
31
日
㈫

・
11
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告
と
納
付
期
限
……
…
30
年
7
月
31
日
㈫

・
6
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
…
30
年
8
月
31
日
㈮

・
12
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告
と
納
付
期
限
……
…
30
年
8
月
31
日
㈮

★
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

・
5
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
…
30
年
7
月
31
日
㈫

・
6
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
…
30
年
8
月
31
日
㈮
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日
本
政
策
金
融
公
庫
・
小
田
原

支
店
（
国
民
生
活
事
業
）
で
は
、

幅
広
い
業
種
の
事
業
を
営
む
方

に
、
商
品
仕
入
資
金
、
ボ
ー
ナ
ス

資
金
、
諸
経
費
支
払
資
金
等
の
運

転
資
金
や
店
舗
改
装
、
機
械
購
入

等
の
設
備
資
金
の
融
資
を
お
取
扱

い
し
て
お
り
ま
す
。

　

長
期
の
ご
返
済
で
、
利
息
は
固

定
金
利
で
す
。

　

こ
の
他
、
Ｉ
Ｔ
資
金
貸
付
（
７

２
０
０
万
円
以
内
）・
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
貸
付
（
４
８
０
０
万
円
以

内
）
な
ど
様
々
な
特
別
貸
付
制
度

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

小
田
原
法
人
会
事
務
局

☎
０
４
６
５
（
２
３
）
３
６
４
１

「
事
業
資
金
」
受
付
中
!!

　

ま
た
当
公
庫
で
は
「
教
育
ロ
ー

ン
」
も
お
取
り
扱
い
し
て
お
り
ま

す
。
教
育
ロ
ー
ン
に
つ
き
ま
し

て
は
、
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
小
田
原
支
店

（
国
民
生
活
事
業
）
融
資
相
談
係

☎
０
４
６
５
（
２
３
）
３
１
７
５

●
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０ —

 

０
０
８
６
５
６

　

０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

利率は平成30年６月13日現在のものです。

年1.16％〜2.26％ 年1.16％〜2.14％

８ ７ ７

年0.30％〜2.55％ 年0.30％〜2.55％

20

日
本
政
策
金
融
公
庫

小
田
原
支
店
（
国
民

生
活
事
業
）
か
ら
の

「
お
知
ら
せ
」

★
お
使
い
み
ち
、ご
返
済
期
間
ま
た
は
担
保
の
有
無

　
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
利
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

★
審
査
の
結
果
、お
客
様
の
ご
希
望
に
沿
え
な
い
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。

※詳細はお問い合わせください。事務局（0465-23-3641）

税に関する無料相談所
　小田原支部の税理士が直接相談
に応じ、秘密は厳守致します。
　来所は事前に電話にて予約して
下さい。また、電話での相談も可
能です。

場　　所	 小田原箱根商工会議所会館5階
	 東京地方税理士会小田原支部事務局
	 電話　0465-24-0195
日　　時	 毎週水曜日：午後１時30分〜４時
	 ただし、祝日・毎月25日以降の水曜
	 日と年始１月１日〜10日、２月16日
	 〜３月15日を除く
相談内容	 税務相談・税務書類の書き方指導等

７
つ
の

間
違
い
探
し

＊
下
の
右
の
絵
と
左
の
絵
に
は
相
違
点

が
７
か
所
あ
り
ま
す
。
見
つ
か
り
ま
す

か
な
？
（
答
え
は
15
頁
に
あ
り
ま
す
）

［作者紹介］　神谷一郎（かみや・いちろう）　イラストレーター、デジタルイメージ会員、日本出版美術家連盟会員な
ど。専修大法学部卒後、漫画プロダクションを経て漫画家に。現在はフリーランスのイラストレーターとして、雑誌・広
告・ＷＥＢ等で活躍中。第３５回集英社ＹＪ新人賞、第51回講談社漫画賞などを受賞。第４回デジタルアートコンテスト
佳作。著作に「マニアックサイバー」（グラフィック社刊）。
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ほ
ど
で
本
葉
3
～
4
枚
の
苗
に
仕

上
げ
ま
す
。

　

植
え
付
け
は
1
カ
所
2
本
ず
つ

と
し
、
本
葉
4
～
5
枚
に
な
っ
た

ら
1
本
立
て
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
3
）
元
肥
と
追
肥
を
入
念
に

　

ハ
ク
サ
イ
は
多
肥
を
好
む
の
で
、

元
肥
に
は
良
質
の
完
熟
堆
肥
と
油

か
す
、
化
成
肥
料
、
で
き
れ
ば
有

機
配
合
も
加
え
て
多
め
に
施
し
ま

す
。
根
系
は
浅
く
広
く
分
布
す
る

の
で
、
畝
全
面
に
ば
ら
ま
き
18
～

20
㎝
の
深
さ
に
よ
く
耕
し
込
み
ま

す
。

　

追
肥
は
植
え
付
け
半
月
後
に
第

1
回
を
株
の
周
り
に
施
し
軽
く
土

に
混
ぜ
込
み
ま
す
。
そ
の
半
月
後

に
第
2
回
を
、
さ
ら
に
12
～
14
日

後
に
第
3
回
を
、
畝
の
側
方
に
軽

く
溝
を
切
っ
て
化
成
肥
料
を
施
し
、

畝
に
土
を
寄
せ
上
げ
ま
す
。
こ
う

し
て
短
期
間
に
ど
ん
ど
ん
生
育
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

（
4
）
病
害
虫
対
策

　

育
苗
中
や
定
植
後
ア
ブ
ラ
ム
シ

や
ヨ
ト
ウ
ム
シ
に
や
ら
れ
や
す
く
、

生
育
盛
り
に
入
る
と
軟
腐
病
、
黒

斑
病
、
ベ
ト
病
な
ど
に
要
注
意
。

初
期
に
防
虫
ネ
ッ
ト
被
覆
、
そ
の

後
は
薬
剤
の
早
期
散
布
で
防
除
し

ま
す
。
葉
を
傷
め
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を

基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

（
J
A
広
報
通
信　

２
０
１
６
年

７
月
号
よ
り
転
載
）

な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
品
種
の

特
性
と
地
域
に
応
じ
た
ま
き
ど
き

を
守
る
こ
と
で
す
。
ま
き
ど
き
の

幅
は
5
日
ぐ
ら
い
と
限
定
さ
れ
ま

す
。

（
2
）
セ
ル
ト
レ
イ
で
健
苗
を
作

る
　

1
2
8
穴
の
セ
ル
ト
レ
イ
を

用
い
る
の
が
便
利
で
す
。
育
苗
専

用
の
、
ピ
ー
ト
モ
ス
を
多
め
に
含

ん
だ
用
土
を
用
い
、
各
穴
に
均
一

に
詰
め
、
軽
く
指
先
で
押
さ
え
て

調
整
し
、
セ
ル
の
仕
切
り
が
見
え

る
よ
う
す
り
切
り
、
た
っ
ぷ
り
灌か
ん

水す
い

し
て
か
ら
、
各
穴
4
～
5
粒
の

種
を
ま
き
ま
す
。
そ
し
て
ふ
る
い

で
均
一
に
3
～
4
㎜
の
厚
さ
に
覆

土
し
、
も
う
一
度
軽
く
灌
水
し
、

新
聞
紙
を
2
枚
重
ね
に
覆
い
、
乾

い
た
ら
上
か
ら
灌
水
し
ま
す
。
3

～
4
日
で
発
芽
す
る
の
で
、
遅
れ

ず
に
新
聞
紙
を
取
り
除
き
、
晴
天

な
ら
朝
夕
灌
水
し
、
育
つ
に
つ
れ

て
間
引
き
1
本
立
て
に
し
、
20
日

　

出
来
の
良
い
ハ
ク
サ
イ
の
球
は
、

70
～
1
0
0
枚
の
大
小
多
く
の

葉
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
だ
け
の
葉
を
、
天
候
の
変
わ
り

や
す
い
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
短

期
間
で
育
て
上
げ
る
に
は
四
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
ま
き
ど
き
」「
苗
作
り
」「
元
肥

と
追
肥
」「
病
害
虫
対
策
」
で
す
。

要
点
は
次
の
通
り
で
す
。

（
1
）
ま
き
ど
き
を
守
る

　

ま
き
ど
き
は
8
月
下
旬
で
す
が
、

早
過
ぎ
る
と
暑
さ
の
た
め
生
育
不

良
や
病
害
虫
に
悩
ま
さ
れ
る
し
、

遅
過
ぎ
る
と
低
温
に
な
り
、
ま
た

花
芽
が
分
化
し
葉
の
大
き
さ
や
枚

数
が
確
保
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

生
育
適
温
は
15
～
20
度
な
の
で
、

そ
の
温
度
帯
に
最
大
生
長
期
が
重

あなたもチャレンジ！
家庭菜園

締まりよく、ずっしりと重い
ハクサイ作りのコツ

板木技術士事務所●板木利隆
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●
交
通
機
関

　
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
「
早
川
駅
」
か

ら
徒
歩
。

　

次
回
は
「
近
世
の
道　

箱
根
旧

街
道
」
で
す
。

※
注
１
…
石
垣
山
は
本

来
「
笠
懸
山
」
と
よ
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、
秀

吉
が
小
田
原
北
条
氏
を

包
囲
し
、
総
石
垣
の
城

を
築
い
た
こ
と
か
ら
「

石
垣
山
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
年
を
超
す
長
期
戦
も
覚
悟
し
、

石
垣
山
（
※
注
）
に
天
守
閣
を
も

つ
半
永
久
的
な
城
を
築
き
、
上
方

か
ら
家
族
や
女
性
た
ち
を
呼
び
寄

せ
ま
し
た
。

　

木
立
に
隠
し
て
城
の
工
事
を
進

め
、
完
成
と
同
時
に
前
面
の
木
立

　

こ
の
道
は
、
１
５
９
０
（
天
正

18
）
年
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田

原
攻
め
の
頃
か
ら
利
用
さ
れ
て
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
臣
秀
吉
は
、
陸
海
15
万
の
兵

力
を
も
っ
て
後
北
条
氏
の
小
田
原

城
を
取
り
囲
み
ま
し
た
。
ま
た
、

を
切
り
倒
し
て
小
田
原
城
か
ら
見

え
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
こ

の
城
は
「
一
夜
城
」
と
呼
ば
れ
、

和
戦
評
定
を
決
め
か
ね
て
い
た
小

田
原
方
に
降
伏
の
意
志
を
決
め
さ

せ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

〈小田原市〉

（『
か
な
が
わ
の
古
道
50
選
』
よ
り
。
地
図
に
つ
い
て
は
、
名
称
・
位
置
な
ど
現
在
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

古道を歩こう！（第4回）

●中世の道
関白道の一夜城跡付近

相模の海に吸い込まれる関白道（A）

小田原城を望む（B）
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会員増強にご協力ください
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地元のスポーツクラブを応援しよう！
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小田原法人会  提 携 商 品

お客様サポートダイヤル 0120（426）614

事業資金の
ご相談は … 

※お申込みについて所定の審査をさせていただきます。その結果、ご希望に添えない場合もございますので、予めご了承ください。

金利・・・変動金利 年 2.0%
金額・・・10 万円以上 1,000 万円以内
融資新規取扱手数料 無料（通常 10,800 円）はじめの一歩から応援します！

創業支援ローン　スタート

START

県税事務所からのお知らせ 地方税電子申告（ｅＬＴＡＸ）のご利用について

　神奈川県では、法人県民税・法人事業税及び地方法人特別税の申告、申請・届出及び納税の手続きをイ
ンターネットで行うことができます。インターネットを利用することで県税事務所の窓口に足を運ばずに、
オフィスから申告等が行えます。作成した申告書及び届出書等（標準様式）をまとめて、複数の地方公共
団体に一度に提出することもできます。ぜひご利用ください。なお、地方税の電子申告等を初めてご利用
になる場合は、ｅＬＴＡＸホームページ［http://www.eltax.jp］をご覧ください。

神奈川県で利用できる手続き

●電子申告　
　法人県民税・法人事業税及び地方法人特別税の申告
●電子申請・届出
　法人県民税・法人事業税及び地方法人特別税に係る次の申請・届出
・法人設立／設置届出書
・異動届
・申告書の提出期限の延長の処分等の届出書・承認申請書
・申告書の提出期限の延長の取りやめ等の届出書
●電子納税（ペイジーによる電子納税ができます。）
　　法人県民税・法人事業税及び地方法人特別税の納付（これらの税の見込納付並びに延滞金及び加算金
　の納付も利用できます。）

　注意事項　電子納税をご利用された場合、領収証書は発行されません。
　　　　　　電子申告後すぐに納税証明書を請求する場合は、従来どおり金融機関等の
　　　　　　窓口で納税して、領収証書を受け取ってください。（納税証明書の交付請
　　　　　　求の際に必要となります。）

◇問合せ先

　小田原県税事務所　事業税課　　電話　０４６５－３２－８０００（代）
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小田原労働基準監督署小田原労働基準監督署からのお知らせ

厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課
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公益社団法人小田原法人会はe-Taxを推進しています。

七
つ
の
間
違
い
探
し
の
答
え　

①
飛
行
機　

②
女
性
の
ボ
ン
ボ
ン
の
「
ひ
だ
」　

③
雲　

④
女
性
の
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
男
性
の
海
パ
ン
の
長
さ　

⑥
ク
ラ
ゲ
の
脚　

⑦
イ
ル
カ



N
O

.
w

ith
い

っ
し

ょ
に

会
員
の
皆
様
、
会
社
・
お
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
！　

掲
載
は
「
無
料
」
で
す
！

よい情報を提供します ふれあい　いんふぉめーしょん288

〒250-0014 小田原市城内1-21  TEL.0465-23-3641
FAX.0465-23-5109

公益社団法人　小田原法人会

http://www.odawara-hojinkai.com

公益
社団法人 小田原法人会

上の会員ラベルを切り取って、法人税確定申告書の別表１の「欄外の上部中央余白」
に貼付けてください。e-Taxご利用の場合は、「法人事業概況説明書」の「16加入組合
等の状況」欄に（公社）小田原法人会と入力してください。

神奈川県公安委員会認定第４５００１１９１号
１号警備（施設警備業務）２号警備（雑踏・交通誘導警備業務）

【本　社】
〒 220-0023 神奈川県横浜市西区平沼 1-4-2
 ホーユウコンフォルト横浜平沼 201
 Tel 045-316-8086　Fax 045-316-8087

【小田原事務所】（業務管理部）
〒 258-0003 足柄上郡松田町松田惣領 1196
  ワダヤビル３Ａ
 Tel 0465-83-8071　Fax 0465-83-8072


